
目標
自己評価

(基準：70%以上90%
未満)

根拠
（1,2文で簡潔に記述してください。可能
であれば資料名も示してください。)

目標
自己評価

(基準：70%以上90%
未満)

根拠
（1,2文で簡潔に記述してください。可能
であれば資料名も示してください。)

目標
自己評価

(基準：70%以上90%
未満)

根拠
（1,2文で簡潔に記述してください。可能
であれば資料名も示してください。)

目標
自己評価

(基準：70%以上90%
未満)

根拠
（1,2文で簡潔に記述してください。可能
であれば資料名も示してください。)

教務委員会
70%以上90%未満(問題
無く実施できた)

質保証重点５項目
の推進

90%以上(計画通り十
分達成した)

今年度より，eポートフォリオ，ジェネ
リックスキルテストを導入した。

------ -----
定常業務の円滑な
実施

70%以上90%未満(計
画通り達成した)

一部対応が遅れた業務があった。 ------ -----

教務委員会
専攻科

70%以上90%未満(計画
通り達成した)

特例による学位授
与申請の見直しへ
の対応準備

70%以上90%未満(計
画通り達成した)

東北地区専攻科長会議等を含め、
他高専の対応状況について、情報
収集を行いつつ、教員会議で周知を
行った。

------ -----
定常業務の円滑な
実施

70%以上90%未満(計
画通り達成した)

専攻科担当が初年度ということもあり、
一部対応が遅れた事例が見られた。 ------ -----

学生委員会
70%以上90%未満(問題
無く実施できた)

学生が様々な分野
で自主的・自発的な
活動できるような環
境を整備する。

70%以上90%未満(計
画通り達成した)

学生会活動の様々な活動を支援す
ることができた。また、未来創造チャ
レンジの継続を可能にすることがで
きた。

挨拶の定着
70%以上90%未満(計
画通り達成した)

学生会と協力して挨拶運動をするこ
とができた。また、ＳＨＲを活用して
挨拶の呼びかけをすることができ
た。

部活動の活性化と
顧問の負担軽減

70%以上90%未満(計
画通り達成した)

運動部、文化部、技術部のすべてに
おいて、全国的な活躍を示すことが
できた。また、顧問の配置方針を明
確化することにより、適切な配置を
検討することができた。

------ -----

寮務委員会
90%以上(十分実施でき
た)

挨拶・生活習慣の
定着

70%以上90%未満(計
画通り達成した)

朝の登校確認を重点的に行った。 ------ -----
寮内安全管理体制
の構築

50%以上70%未満(一
部達成し、検討中の
事項がある)

非常口から人が出た形跡があったの
で、対策を検討中。 ------ -----

施設設備委員
会

90%以上(十分実施でき
た)

違法建築物の撤去
計画の推進

90%以上(計画通り十
分達成した)

R5年度分の計画分ついては実施完
了した。

学生の意見を取り
入れたキャンパス
整備計画の検討

90%以上(計画通り十
分達成した)

学生会等からの意見をもらいなが
ら、キャンパスマスタープランや営繕
事業（区分B）への申請を行った。

施設整備必要箇所
のリストアップと更
新

90%以上(計画通り十
分達成した)

とくに故障の続く空調設備を中心に
経過年数等を踏まえた設備リストを
作成し、委員会で共有した。

------ -----

安全衛生委員
会

90%以上(十分実施でき
た)

安全巡視での指摘
事項への対応状況
の確認・実効化をさ
らに進める

70%以上90%未満(計
画通り達成した)

安全巡視の結果については、学内
に共有しているものの、一部の組織
などで毎年改善がみられない場所
があり、引き続き改善の働きかけを
行う。

校内・校外の環境
美化活動の実施
（教職員・学生によ
る定期的な清掃活
動等）

70%以上90%未満(計
画通り達成した)

保護者総会等の前に、学外の清掃
を行った。校内清掃については、教
室等のゴミ箱更新なども行った。

安全巡視・環境改
善活動に基づく校
内環境の整備

90%以上(計画通り十
分達成した)

安全巡視の結果、課題の見つかっ
た箇所については、予算的に可能な
ものについては積極的に整備を行っ
た。

------ -----

ハラスメント防
止対策室

70%以上90%未満(問題
無く実施できた)

ハラスメント防止の
相談窓口・連絡方
法の周知活動実施

70%以上90%未満(計
画通り達成した)

ポスターの学内掲示を行ったほか、
学生向けに相談体制のアナウンスを
４月に実施した。

　 ------ -----

ハラスメントとなる
事例等の教員会議
等を通した周知、事
例セミナー開催

50%以上70%未満(一
部達成し、検討中の
事項がある)

FD研修会でのテーマのための資料
準備を行ったが、説明する機会がな
く、次年度に実施したい。

------ -----

広報室
90%以上(十分実施でき
た)

中学生増募につな
がる広報活動とし
て、小・中学生の来
校機会増加を図り
各種体験イベントを
企画する

90%以上(計画通り十
分達成した)

カミングデーや公開形式でのオープ
ンキャンパス等を実施した。

　 ------ -----

学生会および在校
生の広報活動への
巻き込み・連携を強
化する仕組みをつく
る

70%以上90%未満(計
画通り達成した)

学生会等に依頼し、外部での学校説
明会等において、在校生による案内
や説明・PRを実施した。

------ -----

進路指導室
90%以上(十分実施でき
た)

学生向け進学・就
職準備のための資
料充実

70%以上90%未満(計
画通り達成した)

オンデマンド資料として、進路決定ス
ケジュールポスターや、書類記入の
ポイントをまとめた資料を作成し、学
生にTeamsで公開した。

　 ------ -----
低学年からの進路
選択サポート体制
づくり

50%以上70%未満(一
部達成し、検討中の
事項がある)

低学年からのキャリア教育という観
点からは、進路指導室としてマンパ
ワーが不足しているが、次年度は担
任会との連携をすすめ、低学年から
の進路選択サポート体制を構築して
いきたい。

------ -----

地域共同テクノ
センター委員会

90%以上(十分実施でき
た)

研究的外部資金獲
得額の2022年度比
25%増

90%以上(計画通り十
分達成した)

受入額では、2022年度入金額よりも
30%以上増加した。

岩手県とのAI人材
育成関係事業なら
びに自動車・半導体
人材育成関係事業
の実施

90%以上(計画通り十
分達成した)

アントレプレナーシップチャレンジや自治
体等と連携した半導体人材育成教育を
実施した。

各種業務において
チームとして活動す
る

90%以上(計画通り十
分達成した)

各種業務において、複数名で対応した。
(例：科研費勉強会開催のための作業)

外部資金を獲得し
た教員の広報面か
らのサポート

90%以上(計画通り十
分達成した)

教員会議において、定期的に研究的外
部資金の獲得状況を周知し、研究活動
に対する意識向上を図った。

令和5年度自己点検評価報告書(定常業務、重点活動目標、改善目標の自己評価)

学内組織名

令和5年度の
定常業務の達
成度
(基準：70%以
上90%未満)

重点活動目標1 重点活動目標2 改善目標1 改善目標2

令和5年度の改善目標の達成度令和5年度の重点活動目標の達成度



目標
自己評価

(基準：70%以上90%
未満)

根拠
（1,2文で簡潔に記述してください。可能
であれば資料名も示してください。)

目標
自己評価

(基準：70%以上90%
未満)

根拠
（1,2文で簡潔に記述してください。可能
であれば資料名も示してください。)

目標
自己評価

(基準：70%以上90%
未満)

根拠
（1,2文で簡潔に記述してください。可能
であれば資料名も示してください。)

目標
自己評価

(基準：70%以上90%
未満)

根拠
（1,2文で簡潔に記述してください。可能
であれば資料名も示してください。)

学内組織名

令和5年度の
定常業務の達
成度
(基準：70%以
上90%未満)

重点活動目標1 重点活動目標2 改善目標1 改善目標2

令和5年度の改善目標の達成度令和5年度の重点活動目標の達成度

知的財産部会
90%以上(十分実施でき
た)

特許申請件数2件
90%以上(計画通り十
分達成した)

2023年度
・特許出願件数：
・登録件数：

------ -----
知的財産部会の体
制の整備

50%未満(達成できな
かった事項が多かっ
た)

2023年度は体制整備に着手しなかった
が、東北大学の「みちのくアカデミア発ス
タートアップ共創プラットフォーム」の活
動の一環として、2024年度に知的財産
活動の活動体制の整備を開始する。

------ -----

男女共同参画
推進委員会

90%以上(十分実施でき
た)

サイエンスカフェの
対面での開催

90%以上(計画通り十
分達成した)

対面でサイエンスカフェを行った。 ------ -----
サイエンスカフェの
開催時期を早める

90%以上(計画通り十
分達成した)

8月にオープンキャンパスと同時開
催で行った。

------ -----

点検評価委員
会

90%以上(十分実施でき
た)

運営諮問会議の実
施

90%以上(計画通り十
分達成した)

12/4に運営諮問会議を実施し、滞り
なく終了した。年度内に本校からの
諮問の提言に対する返答まで作成
した。

学内自己点検・評
価活動の円滑な実
施

90%以上(計画通り十
分達成した)

授業アンケートの時期を早めて実施
することができ、授業改善に貢献で
きた。

成績評価保存資料
の保存業務の重要
性周知

90%以上(計画通り十
分達成した)

教員会議で機会があるごとに評価の
時期と保存資料の重要性について
アナウンスした。

成績評価保存資料
として提出する実験
レポート類の電子
化検討

90%以上(計画通り十
分達成した)

ほぼすべての資料を電子化している
系もあり、それを参考に電子化を呼
び掛けた。

図書館専門部
会

70%以上90%未満(問題
無く実施できた)

学生の学びの場と
して、定着を図る。

50%以上70%未満(一
部達成し、検討中の
事項がある)

後期からラーニングコモンズを開放
できた。

------ -----
新しい図書検索シ
ステムの定着を図
る。

50%以上70%未満(一
部達成し、検討中の
事項がある)

システムの認知度が低かった。 ------ -----

総合情報セン
ター

70%以上90%未満(問題
無く実施できた)

学内システムのセ
キュリティ向上策の
実装

70%以上90%未満(計
画通り達成した)

学内メールサーバをMicrosoft365
メールへ移行したことで、多要素認
証が実装された。

------ -----
令和4年度導入の
機構調達システム
の安定稼働

50%以上70%未満(一
部達成し、検討中の
事項がある)

外部eduroamユーザへのインターネット
接続が実装できていない。引き続きベン
ダーへ実装を依頼していく。

------ -----

情報セキュリ
ティ推進室

90%以上(十分実施でき
た)

教職員"全員"のセ
キュリティ意識の向
上

70%以上90%未満(計
画通り達成した)

インシデントに至らない、ヒヤリ・ハッ
ト事案が散見される。
また、標的型メール対応訓練におい
て、未報告の教職員がまだ見られ
る。

　 ------ ----- 推進室の体制強化
70%以上90%未満(計
画通り達成した)

情報セキュリティ副室長を配置した。 　 ------ -----

保健管理セン
ター運営委員
会

90%以上(十分実施でき
た)

常勤カウンセラーの
本格的運用開始を
受けて、これまで以
上に多数の「解決
指向のチーム会議」
を実施する。

90%以上(計画通り十
分達成した)

「解決指向のチーム会議」について、
今年度は、延べ３７回の支援会議を
開催した。前年度より対象学生数、
実施回数共に大幅に増加した。ま
た、常勤カウンセラーにより会議の
設定・運用だけではなく、支援目標
の実施状況についてもきめ細かい
把握・対応が可能になった。

昨年度末に実施し
た「１学年学年末成
績等情報共有」を全
学年に拡大し、前期
中間試験後からの
運用開始に改善す
る。早期の学習支
援につなげる体制
を充実させる。

90%以上(計画通り十
分達成した)

「１学年学年末成績等情報共有」を今年
度も実施した。運用自体は後期からで
あったが、具体的な指導状況の報告が
多く上がるなど、前年度より改善した。ま
た、他学年に１学年と同様の方式の導
入は実現していないが、それと同等の効
果を持つものとして、教務委員会に提案
し、定期試験後の教員会議で成績一覧
表を全教員に共有することを今年度から
導入して、迅速な学習支援につなげるこ
とを開始した。

教員間での情報共
有範囲を拡張し、多
くの教員の視点を
集約して、支援が必
要な学生の早期発
見を実現できるスク
リーニング体制を一
層強化する。

90%以上(計画通り十
分達成した)

これまで以上に、支援の程度に応じて情
報共有範囲を拡大している。Teamsによ
る情報は校長・三主事・学生課長等の管
理職は全事例共有している。授業担当
教員にも極力共有する形を広げている。
この効果により、担任や寮担当者などを
中心に、保健管理センター外の教員か
ら共有情報の提供や、共有チャネルの
作成依頼を受けることが増加した。

特命助教（学生支
援）の活用範囲を拡
大する。放課後だけ
ではなく、授業時間
帯には原級留置学
生の指導を強化す
る。

90%以上(計画通り十
分達成した)

原級留置学生のチーム支援充実によ
り、事例に応じた学習指導計画を策定す
ることが増加した。そのため、状況によっ
ては既修得科目の授業時間を特命助教
による学習支援時間に充てることが増
加し、特命助教による指導時間全体が

増加傾向にある。

学校いじめ防
止対策委員会

70%以上90%未満(問題
無く実施できた)

いじめ防止の取り
組みについて、学
生会とも協力し、学
校全体で取り組む。

70%以上90%未満(計
画通り達成した)

連絡体制や支援体制の検討など、
学校全体として取り組むことができ
た。ただし、学生会との連携は不十
分であったことから、次年度の改善
点とする。

------ -----

電子的な相談窓口
の設置などで、学生
がいじめ案件を報
告しやすくする。

50%未満(達成できな
かった事項が多かっ
た)

検討はしたものの、十分に電子的な
対応を検討することはできなかっ
た。引き続き、学生が報告しやすい
しくみを検討していく。

------ -----

技術室
90%以上(十分実施でき
た)

安全第一な活動
90%以上(計画通り十
分達成した)

事故無く安全に業務を遂行することがで
きた。

技術支援業務の円
滑な実施

90%以上(計画通り十
分達成した)

技術長を中心として、技術支援業務
を円滑に実施することができた。

人員の確保
90%以上(計画通り十
分達成した)

目標を達成した。 ------ -----

国際交流委員
会

90%以上(十分実施でき
た)

安全な海外派遣の
実施

90%以上(計画通り十
分達成した)

計５０名の学生を安全に海外へ派遣
した。

------ -----
海外協定校からの
短期留学生の受入
れの再開

90%以上(計画通り十
分達成した)

フランス、タイから５名の短期留学生
を受入れた。

------ -----

サイバーセキュ
リティ人材育成
事業推進委員
会

90%以上(十分実施でき
た)

全ての系・領域にお
けるサイバーセキュ
リティ教育の実践と
深化

90%以上(計画通り十
分達成した)

全ての系・領域において、サイバー
セキュリティ教育に係る内容がシラ
バスに記載されている。

------ -----
全教員によるサイ
バーセキュリティ教
育の必要性の理解

50%以上70%未満(一
部達成し、検討中の
事項がある)

教員会議では随時、活動報告や教材の
紹介を行ったが、FDは開催できなかっ
た。

------ -----



内容 対応状況 対応の詳細 内容 対応状況 対応の詳細 内容 対応状況 対応の詳細 内容 対応状況 対応の詳細

教務委員会

e-ポートフォリ
オの活用につ
いて具体的な
方針を示す

対応した

教員会議において
ポートフォリオの活用
について説明した。
また，ポートフォリオ
で収集したデータの
分析を行った。

ネイティブの
教員による英
語の授業の
実施や、学生
の英語能力
（TOEICのス
コア等）の底
上げについて
の検討

対応を検討中
である

次年度から始ま
るグローバルエ
ンジニア育成事
業の中で対応し
たい。

第二外国語な
どの必履修科
目の履修へ
の意欲を高め
る方策（世界
で多くの人口
が話すスペイ
ン語や、協定
校からの学生
が話すフラン
ス語を第二外
国語とするこ
となど）につい
て検討

対応を検討し
ない

第二外国語にお
ける言語の選択
肢を増やすという
意味では，予算
的な問題から対
応は難しい。次
年度以降，第二
外国語の在り方
を含め検討した
い。

------ -----

教務委員会
専攻科

専攻科生が
行っている研
究の内容や
成果を、保護
者や振興会
の会員企業
等に積極的に
PRする

対応した

特別研究発表会に
ついて、振興会会員
企業および保護者等
に（さくら連絡網で）
周知した。

----- ----- ----- ----- ------ -----

学生委員会

学生の共用ス
ペースを巡回
して、学校の
雰囲気が乱
れないように
つとめる

対応した

学生会役員を通して
コミュニケーションス
ペースの使用の注意
喚起を行った。

顧問の負担
軽減の実現

一部対応し、
検討中の事
項がある

顧問の配置方針
等を整備した。引
き続き負担軽減
を検討する。

学生の交通マ
ナー向上

対応した

SHRやTeamsで
の呼びかけ、交
通指導巡回等を
行った。

未来創造チャ
レンジの支援
継続の検討

十分対応した

寄付金を活用し、
次年度も未来創
造チャレンジが実
施できるように検
討を行った。

寮務委員会
保護者との連
携を密にする

一部対応し、
検討中の事
項がある

閉寮日等保護者が
来校する機会に面談
の予約を受け付ける
ようにした。
'春と秋の寮生保護
者会で地区別で集
まってもらう事を検討
中。

----- ----- ----- ----- ------ -----

令和5年度自己点検評価報告書(改善の進言への対応)

学内組織名

進言事項1 進言事項2 進言事項3 進言事項4



内容 対応状況 対応の詳細 内容 対応状況 対応の詳細 内容 対応状況 対応の詳細 内容 対応状況 対応の詳細
学内組織名

進言事項1 進言事項2 進言事項3 進言事項4

施設設備委員会

魅力あるキャ
ンパスを目指
して教職員と
学生から広く
意見を聴取
し、活用する

一部対応し、
検討中の事
項がある

キャンパスマスター
プラン、学生寮等の
更新については関連
する委員会組織など
で意見募集してい
る。学校全体に広く
意見を聴取した結果
を計画に反映する時
間的・予算的余裕が
ないため、効率的な
方法を検討したい。

----- ----- ----- ---- ------ -----

安全衛生委員会 ----- ----- ----- ----- ----- ---- ------ -----

ハラスメント防止対
策室

----- ----- ------ ----- ----- ----- ------ -----

広報室

幅広い層に効
果的に情報を
伝える手段の
検討

対応した

SNSを活用し、情報
提供を行っているほ
か、スーパー等の掲
示板での学校イベン
トポスター掲示など
を実施した。

さまざまな活
動を動画で記
録し、利活用
する

一部対応し、
検討中の事
項がある

イベントや授業な
どの動画などを
撮影し広報PRに
活用しているが、
広報室のマンパ
ワー的に毎年更
新したりすること
が困難であるの
で、学内教員の
積極的なデータ
提供を依頼する。

学生を巻き込
んだ活動の増
加

対応した

学校説明会や
オープンキャンパ
スなどでは説明
に在校学生を積
極的に登用し、
参加者から高評
価であった。

------ -----

進路指導室

求人や進路
の決定状況な
どの保護者へ
の積極的な発
信

一部対応し、
検討中の事
項がある

広報活動の一環で
実施している保護者
向け一関高専ダイ
ジェストの８月号で、
進路選択について特
集を組み発信した
が、さらに発信の機
会を増やすべきと考

える。

----- ----- ----- ----- ------ -----

地域共同テクノセ
ンター委員会

外部資金獲
得の増加に向
けての対策

十分対応した

教員会議において外
部資金獲得状況を教
員に周知するととも
に、イノベーション戦
略グループによる教
員会議報告も実施
し、イノベーションの
雰囲気醸成を図っ
た。

技術相談を増
加させるため
の方策

対応した

産学官連携コー
ディネータの企業
訪問時に、技術
相談を持ちかけ
る取り組みをし
た。

----- ----- ----- -----



内容 対応状況 対応の詳細 内容 対応状況 対応の詳細 内容 対応状況 対応の詳細 内容 対応状況 対応の詳細
学内組織名

進言事項1 進言事項2 進言事項3 進言事項4

知的財産部会
特許申請の
効果の周知

対応を検討中
である

教員が起業する時代
の到来を見据えて、
研究シーズの特許化
の重要性について効
果的に周知する方法
を検討したい。

----- ----- ----- ----- ----- -----

男女共同参画推進
委員会

研修会の内
容を受けた新
たな方策

対応を検討し
ない

対応を検討すること
ができなかった。

イベントへの
参加者増加
対策

対応した

サイエンスカフェ
では学生に企画
運営の中心に
なってもらい、VR
やAIの体験企画
を行い、多くの小
中学生の参加が
あった。

----- ----- ------ -----

点検評価委員会

教務委員会と
連携した授業
アンケート回
答率向上のた
めの方策の
検討

十分対応した

アンケート実施時期
を早めることで、学生
が自身への還元を感
じられるようにした。
また、担任にSHRで
の呼びかけを依頼し
た。

授業改善活
動の質の向
上

対応した

アンケートの集計
結果を担当教員
に早めに知らせ
ることで、授業改
善への利活用を
呼び掛けた。

----- ----- ------ -----

図書館専門部会

学生が本に触
れて新たな発
見につながる
イベントの立
案・実施

十分対応した
コロナ禍で中断して
いた「ブックハンティ
ング」を再開した。

----- ----- ----- ----- ------ -----

総合情報センター ----- ----- ------ ----- ----- ----- ------ -----

情報セキュリティ推
進室

----- ----- ------ ----- ----- ----- ------ -----

保健管理センター
運営委員会

----- ----- ----- ----- ----- ----- ------ -----

学校いじめ防止対
策委員会

学生がいじめ
等をためらわ
ずに相談・報
告できる環境
作り

一部対応し、
検討中の事
項がある

友人からの相談で発
見できるケースが
あったことから、環境
はできつつあると考
えられる。継続して
検討する。

いじめを発
見・回答しや
すいアンケー
ト内容の検討

対応を検討中
である

次年度に向け
て、アンケートの
改良を検討する。

----- ----- ----- -----

技術室 ----- ----- ----- ----- ----- ----- ------ -----

国際交流委員会

多くの学生を
国際交流活
動に巻き込む
ための工夫

十分対応した

国際交流サークルを
頻繁に開催するとと
もに、海外からの訪
問者を積極的に受入
れて交流を行った。

保護者への
積極的なPR

対応した

海外派遣につい
ての保護者説明
会を実施し、さく
ら連絡網の利用
を行った。

----- ----- ------ -----

サイバーセキュリ
ティ人材育成事業
推進委員会

----- ----- ------ ----- ----- ----- ------ -----


